
 

 

 

 

 

 

 

 

合言葉 

 

 

 

 

  

 

 

 ○ めあてとまとめは、白以外の色の線で囲む。 

 ○ めあてをもたせるための問題提示や発問を工夫する。 

 ○ 「今回の学習でどんなことが分かったか。」等の発問で、できるだけ子どもの言葉を使ってまとめられる 

ようにする。 

 ○ 実技教科でも、可能な限りめあてとまとめを設定する。 

 

 

 

 

 ○ 子どもの実態を考慮しながら指導内容を精選して、１単位時間の中で子どもの理解度を確認する場面を設

定する。 

 ○ 授業の目的にあった適用問題で、理解度を確認する。 

  （例） 

 

 

 ○ 理解が不十分なときには、次の授業やパワーアップタイム、ぐんぐんタイム等を利用して補充指導を行う。 

 

 

 

 

○ 子どもが自分の考えや学んだことをアウトプット（発表する・書く等）する時間を設定する。 

○ 話合いでは、しっかりと目的をもたせ、自分の意見が堂々と言えるように指導する。 

○ 話合いの前に、個人思考の時間等、自分の考えをもつ場を確保する。 

○ 教師との一問一答だけではなく、児童・生徒たちで話し合える技能や雰囲気を育てる。 

 

学力向上ジャスト３ 

美郷北式 
平成３１年度では３つのこと

を徹底します！ 

どのクラスでもやっている！ 

どの子もやっている！ 

どんなときでもやっている！ 

美郷北学園の職員全

員で取り組むことが

大きな力になりま

す！ 

全員が内容を言える

ようにしましょう!! 

１ 毎時間、めあてとまとめを板書します！ 

２ 毎時間、子どもの理解度を確認します！ 
 

３ 毎時間、アウトプットの時間を設定します！ 
 

・目的が“技能”なら、技能を習熟する問題（計算問題等） 

・目的が“考え方”なら、話合いで分かったことを全員が説明する場の設定 


